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バ ー ク リ の 著 作 に つ い て は、 今 回 は Alexander 
Campbell Fraser, ed., The Works of George Berkeley, 4 
vols. の 1901 年版のリプリント（2005）を入手し、
これを利用した。さらに以前に入手済みの A. A. Luce 
and T. E. Jessop, eds., The Works of George Berkeley, 
Vol.4 （London, 1951） を参照した。
マクローリンの著作については、マニュスクリプ
トも多いので、入手にはやや困難を伴ったが、数学






of Sir Isaac Newton’s Philosophical Discoveries （31775）
のリプリント（1968）を入手した。Stella Mills, ed., 



















が そ の 出 発 点 で あ っ た。 マ ク ロ ー リ ン（Colin 
Maclaurin, 1698-1746）、 ロ ビ ン ズ（Benjamin 
Robins, 1707-1751）およびダランベール（Jean d’

































研 究 課 題
ニュートン以後の微分積分学の発展と基礎づけに関する
思想史的研究























or a Discourse Addressed to an Infidel Mathematician, 
1734）がスコットランドのニュートン派数学者コ

































（１）本研究にとって不可欠な 17 ～ 18 世紀の 1 次
資料の収集作業を進める。特に、バークリ、マクロー
リンの諸著作をはじめ、18 世紀における微分積分学
の基礎づけに関する論争の関係資料を包括的に入手す
る。また、当時の学問的成果の状況を把握するために
必要でありながら、研究者によって従来あまり関心が
払われてこなかった資料が多数存在するので、それら
の入手についても積極的に進めていく。
（２）マクローリンの数学的業績、とりわけ主著『流
率論』を精査し、彼がどのような意味でニュートンの
後継者であるのかを再検討し、マクローリンの仕事の
数学的意義を考察する。
（３）数学批判者としてのバークリの著作を中心に
彼の業績を精査する。とりわけ、哲学者と数学者たち
との間に激しい論争を引き起こす要因となった著作
『解析家―不誠実な数学者へ向けての論説』について、
五一
